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赤 い 羽 根 共 同 募 金
～自分のまちを良くするしくみ～

Ｑ：赤い羽根共同募金ってなんだろう？

Ａ：昭和２２年に始まり、今年で７７回目となる歴史と実績のある全国的な募金活動です。

「自分のまちを良くするしくみ」というテーマで、運動期間は１０月１日～翌年３月３１日

までの６か月間で行われます。

シンボルマークの赤い羽根には「たすけあい」「思いやり」「しあわせ」という意味があります。

Ｑ：どのような募金活動をしているの？
 Ａ：山梨県共同募金会 富士川町分会で実施している募金活動は８つあります。

 毎年多くの方々のご協力により、募金活動が展開されています。

街頭募金

10 月に、町内店舗前をお

借りしてＰＲも兼ねて募金

運動を行います。

家庭募金

一世帯あたり 800 円程度の

募金協力をお願いしています。

（各組の福祉推進員に取りまと

めていただきます。）

学校募金

町内の小中学校、 保育園に組

み立て式募金箱を設置して、

児童や生徒に募金協力をお願い

しています。

歳末たすけあい募金

日蓮宗寺院及び檀信徒協議会に

よる托鉢、各種団体、企業の徒

業員からの募金協力をお願いし

ています。

大口募金

町内の企業・商店等を訪問

して募金協力をお願いして

います。

職域募金

主に町内官公庁等の職員を

対象に募金協力をお願いし

ています。

募金箱

募金箱を町内の商店や

役場等にお願いをし、

設置してあります。

自動販売機募金

売上の一部を募金しています。

富士川町内は、「まほらの湯」

「富士川いきいきスポーツ公

園」に設置してあります。
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Ｑ：募金活動で集めたお金はどのように使われているの？

Ａ：ご協力いただいた募金の約７割は、地域の福祉に関する様々な事業に使われます。

　　残りの約３割は、広域的な課題を解決するほか、災害時の備えのために使われます。

一人暮らしの会食会 各小地域福祉活動災害ボランティア訓練

ボランティアの活動推進 敬老週間記念品贈呈 老人憩いの家整備事業の助成

～共同募金に関するお問い合わせ先～

　　山梨県共同募金会　富士川町分会（地域健康福祉センター内）　☎ 0556-22-8911（担当：上野）

歳末たすけあい事業 ゆずカフェへの助成
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トピックスふじかわふくし2023

0120-974-776 
http//www.fujikawa-net.co.jp 

　地域で支え合い活動をしている方、地域の支え合い活動に関心を持ってくれ
た方が交流し、意見交換、情報交換ができる場として、開催しています。
　人が集まり、グループになっていく事で今後の活動に繋がっていくことが期
待されます。

　富士川町内の支え合いを考える会

　第4回 富士川町の支え合いを考える会（5月 18日）

　第 5回 富士川町の支え合いを考える会（7月 21日）

　前半は地域で既に活動しているメンバーの方に、活動発表をし
ていただきました。
　後半は 2グループに分かれ「富士川町にこんな活動があった
らいいな、やってみたいな」「そのために必要なモノ・場所、協
力して欲しい人」をテーマに意見交換を行いました。

　地域の困り事支援グループでは、第 4回で出た「困り事を頼
みあえる、助け合える仕組み」をテーマに意見交換を行いました。
　地域の関係づくりグループでは、メンバーからの案で「町の空
施設（第２保育所等）の年間を通しての活用」という話題になり
ました。住民、行政、社協、様々な団体等が協働して、住民誰も
が自由に集まれる居場所を目指して話し合いをしていきます。
　次回以降のご参加もお待ちしております。ご興味のある方は社
会福祉協議会までご連絡ください。

お問い合わせ ☎ 0556-22-8911 担当 井上

新小林サロン設立準備会 わくわくキッチンふじかわ
ボランティアグループと
ひきこもり支援団体の協力 地域の関係づくり

地域の困り事支援

地域の関係づくり

地域の困り事支援



(5)

　令和５年度 富士川町老壮大学開講︕
富士川町シニアクラブ連合会だより

　6月 29日（木）町民会館にて、令和 5年度富士川町老壮大学が開講されました。新型コロナウ
イルスの影響で開講式は 3年ぶりとなりました。
　記念講演では「富士川町の民話」をテーマに、講師の宮澤さん、大森さんに紙芝居で富士川町
内の地域にまつわる話を教えていただきました。

　老壮大学7月講座　～住みます芸人による「高齢者漫談」～
　7月 28 日（金）に開催した老壮大学 7月講座では、山梨住み
ます芸人「いしいそうたろう」さんと、東京住みます芸人「中村
ひでゆき」さんにお越しいただき、「高齢者漫談」をテーマに笑い
の渦を起こしていただきました。
　とても良い機会となり、大学生の皆さんからも好評の声をいた
だきました。

いしいそうたろうさんは
甲州弁をテーマに笑いを

中村ひでゆきさんは高齢者宅に訪問した際、
実際にあった面白体験を
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次の方から、心温まる善意をお寄せいただきました。心から感謝申し上げます。
（7月 8日から 8月 31日の間にご寄附いただいた方）※受付順
・長澤 茂夫 様（天神中條区）、亡母、長澤 とみゑ 様のご遺志により、
　富士川町増穂デイサービスセンター運営のために 一金 30,000 円
・いち柳ホテル 様（青柳町区） タオル 多数
・望月 姫子 様（最勝寺区） タオル、バスタオル、シーツ、枕カバー、団扇 等多数
・匿名 様 （中部区） スーツ、ポロシャツ、ズボン、靴下 等多数
・宇佐美 万起子 様（穂積区） 梅干し 約 3.5kg

  ご寄附ありがとうございました

ボランティアグループ

カトレア会会員の作品
この広報誌は赤い羽根共同募金配分金により発行されています。

富士川町社会福祉協議会ホームページ
URL　http://www13.plala.or.jp/f-syakyo/

富士川町社会福祉協議会Instagram

ちょこっとさんの送迎ボランティアを募集しています︕
　ちょこっとさんは住み慣れた地域で、安心した生活が送れるよう、生活上の
ちょこっとした困りごとをお手伝いする、有償のボランティア活動です。買い
物、通院の移動手段にお困りの方を送迎するボランティアを募集しています。
　空いている時間に、ご自身の出来る範囲で、無理なく活動して頂けます。ご
協力いただける方は下記までご連絡をよろしくお願いいたします。
お問い合わせ︓富士川町社会福祉協議会 ☎ 0556-22-8911　担当 井上海地


